
　先日、某保険会社主催のチャリ
ティーコンサートに行ってきた。
小児がんと闘う子どもを支援する
目的で毎年行われているものだ
が、最近、こうした企業の社会貢
献活動が目立っている。
　これは、従来、企業の価値は本業
の事業の利益により判断されてい
たものが、同時にどれだけ社会貢
献しているかという視点でも評価
されるようになったことの表れ。
この考え方を、「企業の社会的責任
（ＣＳＲ＝Corporate　Social 
Responsibility）」という。企業
はこれまでも製品やサービスの提
供、雇用創出、納税などで社会貢献
してきたが、ここ数年、より高度で
多様なＣＳＲが求められている。

　具体的には、「マルチ・ステー
クホルダー」という考え方。ステ
ークホルダーとは企業となんらか
の利害関係がある主体のこと。つ
まり、マルチ・ステークホルダー
とは、企業活動を行う上でかかわ
るすべての人のことを指し、株主
や顧客、従業員、取引先、金融機
関、政府や地域住民などが含まれ
る。企業はこうしたすべてのステ
ークホルダーに配慮しながら、利
益を実現し、責任を果たしていく
ことが必要な時代になったのだ。
　さまざまな相手に責任を果たす
なんて、負担が増すだけのように
思えるが、企業は積極的にＣＳＲ
に取り組んでいる。なぜだろう。
　これは、情報社会の中で、すべて

のステークホルダーがそれぞれの
立場で企業を評価するようになっ
たことが大きな理由。逆に言えば、
ＣＳＲを積極的に推進することは
企業イメージを高めることにな
り、消費者や投資家の信頼を獲得
したり、優秀な従業員を集めるこ
とが可能になるわけだ。そうなれ
ば、経営基盤が強固になり、中長期
的な競争力の向上や、持続的な成
長に結びつくことになるだろう。
　欧米では、ＣＳＲを考慮する「社
会的責任投資（ＳＲＩ＝Socially 
Responsible Investment）」を
行う女性も多い。最近は株式投資
が人気だが、銘柄選びの一つの基
準に、こうした観点を取り入れて
みてはどうだろう。
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